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渡邊未帆
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危口統之
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にしすがも創造舍
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死の舞踏S T OR Y─ある日、8人の人間たちが、笛吹きルンバに導かれ、闇に消え失せた。

人類の奏でる「音楽」なるものはすでに壊滅していた。地球上、人間に残された唯一の仕事
（＝芸術）は、ふいごを踏んで空気を送り込むことだけである。それも巨大な空気袋に。その行
為によって、楽器の屍たちから「ゾンビ音楽」が奏でられるというのだ。

ある日、笛吹きルンバが現れる。かつてあった「音楽」を救い出すために、不思議なメロディを
奏でながら人間たちに近づく。と、大気が突如として爆発。人間たちがせっせと送り込んできた
大気がとうとう飽和したのか。人間たちは混乱し危機に陥り、意志を失い、笛吹きルンバに導か
れるように闇へと消え失せてしまった。

爆発後、廃墟と化した地球。だが人類は機械（＝ゾンビ）となって蘇生する。宙からは声の屍
たるゾンビ・クイーンが舞い降りて、いまや再び息を吹き込まれた「ゾンビ音楽」とともに新たな地
球の物語を歌い始めるのだった。

フェスティバル /トーキョー実行委員会
顧問 野村 萬 公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 会長、能楽師
 福原義春 株式会社資生堂 名誉会長
名誉実行委員長 高野之夫 豊島区長
実行委員長 荻田 伍 アサヒグループホールディングス株式会社 相談役
副実行委員長 市村作知雄 NPO 法人アートネットワーク・ジャパン 会長
 栗原 章 豊島区文化商工部長
 東澤 昭 公益財団法人としま未来文化財団 常務理事／事務局長
委員 尾﨑元規 公益社団法人企業メセナ協議会 理事長、花王株式会社 顧問
 熊倉純子 東京藝術大学音楽学部音楽環境創造科 教授
 斉藤幸博 株式会社資生堂企業文化部長
 鈴木敦子 アサヒビール株式会社経営企画本部社会環境部　部長
 鈴木正美 東京商工会議所豊島支部 会長
 永井多恵子 公益社団法人国際演劇協会日本センター 会長
 小澤弘一 豊島区文化商工部文化デザイン課長
 岸 正人 公益財団法人としま未来文化財団 部長
 蓮池奈緒子 NPO 法人アートネットワーク・ジャパン 理事長
 小島寛大 NPO 法人アートネットワーク・ジャパン 理事
監事 鈴木さよ子 豊島区総務部総務課長
法務アドバイザー 福井健策、北澤尚登（骨董通り法律事務所）

フェスティバル /トーキョー実行委員会事務局
ディレクターズコミッティ 
代表 市村作知雄
副代表 小島寛大、河合千佳
メンバー 葦原円花、喜友名織江、十万亜紀子、長原理江、横堀応彦

事務局長 葦原円花
制作 小島寛大、河合千佳
 喜友名織江、十万亜紀子、荒川真由子、砂川史織、松嶋瑠奈、松宮俊文、
 横井貴子、岡崎由実子、三竿文乃
広報・営業 長原理江、横川京子
経理 堤 久美子、谷口美和
総務 平田幸来、蓮池奈緒子、一色壽好
チケットセンター 佐々木由美子、佐藤久美子

技術監督 寅川英司
技術監督アシスタント 河野千鶴
照明コーディネート 佐々木真喜子（株式会社ファクター）
音響コーディネート 相川 晶（有限会社サウンドウィーズ）

アートディレクション &デザイン 氏家啓雄（有限会社氏家プランニングオフィス）
メインビジュアル naomi@paris,tokyo
ウェブサイト 竹下雅哉（有限会社氏家プランニングオフィス）
広報 株式会社 フロンティア・エンタープライズ
広報協力 湯川裕子
海外広報・翻訳 ウィリアム・アンドリューズ
物販 渡辺 淳
票券 株式会社ヴォートル
執筆・編集 鈴木理映子

主催 フェスティバル /トーキョー実行委員会
 豊島区／公益財団法人としま未来文化財団／ NPO法人アートネットワーク・ジャパン、
 アーツカウンシル東京・東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）
共催 公益社団法人国際演劇協会日本センター
アジアシリーズ共催 独立行政法人国際交流基金アジアセンター
協賛 アサヒビール株式会社、株式会社資生堂
後援 外務省、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会、J-WAVE 81.3 FM
特別協力 西武池袋本店、東武百貨店池袋店、東武鉄道株式会社、
 株式会社サンシャインシティ、チャコット株式会社
協力 東京商工会議所豊島支部、豊島区商店街連合会、豊島区町会連合会、
 一般社団法人豊島区観光協会、一般社団法人豊島産業協会、
 公益社団法人豊島法人会、池袋西口商店街連合会、
 特定非営利活動法人ゼファー池袋まちづくり、ホテルメトロポリタン、
 ホテル グランドシティ、池袋ホテル会
宣伝協力 株式会社ポスターハリス・カンパニー

平成２７年度　文化庁　文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業
（池袋 /としま/東京アーツプロジェクト事業、としま国際アートフェスティバル事業） 

公益社団法人企業メセナ協議会　2021芸術・文化による社会創造ファンド採択事業

インターン： 浅利瑠璃、穴迫 楓、上原彩加、大野ちはる、大橋桃奈、尾崎夏美、金山咲恵、川縁芽偉子、北原七海、
久木野実玖、胡 瀾、合田桃子、佐藤 凌、鈴木里咲、多田彩華、千葉ゆり、中條 愛、鄧 詩瑤、都丸杏樹、西本万耶、
比留間晴子、細井優花、松村亜矢、儘田章子、三友遥菜、山本菜絵、吉田明理、林 嘉琦

スペシャルサンクス： F/Tサポーターのみなさま

会期： 2015年10月31日（土）‒ 12月6日（日）

発行：フェスティバル /トーキョー実行委員会　
〒170-0001　東京都豊島区西巣鴨4-9-1　にしすがも創造舎
TEL：03-5961-5202　http://www.festival-tokyo.jp/

編集：鈴木理映子、フェスティバル /トーキョー実行委員会事務局　デザイン：小林 剛（UNA） ※内容は変更になる場合がございます。ご了承ください。  禁無断転載

Festival/Tokyo Executive Committee
Advisors:
Man Nomura (Chairman, Japan Council of Performers Rights & Performing Arts Organizations, Noh actor)
Yoshiharu Fukuhara (Honorary Chairman, Shiseido Co., Ltd.)

Honorary President of the Executive Committee:
Yukio Takano, Mayor of Toshima City

Chair of the Executive Committee:
Hitoshi Ogita (Advisor to the Board, Asahi Group Holdings, Ltd.)

Vice Chair of the Executive Committee:
Sachio Ichimura (Director, NPO Arts Network Japan [NPO-ANJ])
Akira Kurihara (Director of Culture, Commerce and Industry Division of Toshima City)
Akira Touzawa (Director of Secretariat of Toshima Future Culture Foundation)

Committee Members:
Motoki Ozaki (President, Association for Corporate Support of the Arts, Corporate Advisor, Kao Corporation)
Sumiko Kumakura (Professor, Department of Musical Creativity and the Environment, Tokyo University of the Arts)
Yukihiro Saito (General Manager, Corporate Culture Department, Shiseido Co., Ltd.)
Atsuko Suzuki (General Manager, Social & Environmental Department, Asahi Breweries, Ltd.)
Masami Suzuki (Chairman, Tokyo Chamber of Commerce and Industry Toshima)
Taeko Nagai (Chairman, Japanese Centre of International Theatre Institute [ITI/UNESCO])
Kouichi Ozawa (Culture, Commerce and Industry Division of Toshima City, Director of Cultural Design Section)
Masato Kishi (Executive Manager of Toshima Future Culture Foundation)
Naoko Hasuike (Representative, NPO Arts Network Japan [NPO-ANJ])
Hirotomo Kojima (Board Member, NPO Arts Network Japan [NPO-ANJ])

Supervisor:
Sayoko Suzuki (General Affairs Division, Director of General Affairs Section of Toshima City)

Legal Advisors:
Kensaku Fukui, Hisato Kitazawa (Kotto Dori Law Office)

Festival/Tokyo Executive Committee Secretariat
Directors Committee
Representative: Sachio Ichimura
Deputy Representative: Hirotomo Kojima, Chika Kawai
Members: Madoka Ashihara, Orie Kiyuna, Akiko Juman, Rie Nagahara, Masahiko Yokobori

Administrative Director: Madoka Ashihara
Production Co-ordinators: Hirotomo Kojima, Chika Kawai, Orie Kiyuna, Akiko Juman,
Mayuko Arakawa, Shiori Sunagawa, Luna Matsushima, Toshifumi Matsumiya, Takako Yokoi, 
Yumiko Okazaki, Ayano Misao
Public Relations, Sales & Planning: Rie Nagahara, Kyoko Yokokawa
Accounting: Kumiko Tsutsumi, Miwa Taniguchi
Administrators: Saki Hirata, Naoko Hasuike, Hisayoshi Isshiki
Ticket Center: Yumiko Sasaki, Kumiko Sato

Technical Director: Eiji Torakawa
Assistant Technical Director: Chizuru Kouno
Lighting Co-ordination: Makiko Sasaki (Factor Co., Ltd.)
Sound Co-ordination: Akira Aikawa (Sound Weeds Inc.)

Art Direction & Design: Yoshio Ujiie (Ujiie planning office)
Main Graphic Design: naomi@paris,tokyo
Website: Masaya Takeshita (Ujiie planning office)
PR: Frontier Enterprise Co., Ltd.
PR Support: Yuko Yukawa
Overseas Public Relations, Translation: William Andrews
Merchandise: Jun Watanabe
Ticket Administration: Votre, Ltd.
Writing & Editing: Rieko Suzuki

Organizers: Festival/Tokyo Executive Committee
Toshima City, Toshima Future Culture Foundation, NPO Arts Network Japan (NPO-ANJ)
Arts Council Tokyo & Tokyo Metropolitan Theatre (Tokyo Metropolitan Foundation for History and Culture)
Produced in association with Japanese Centre of International Theatre Institute
Asia Series co-produced by the Japan Foundation Asia Center
Sponsored by Asahi Breweries, Ltd., Shiseido Co., Ltd.
Endorsed by Ministry of Foreign Affairs, GEIDANKYO, J-WAVE 81.3 FM
Special co-operation from SEIBU IKEBUKUROHONTEN, TOBU DEPARTMENT STORE IKEBUKURO, TOBU 
RAILWAY CO., LTD., Sunshine City Corporation, Chacott Co., Ltd.
In co-operation with Tokyo Chamber of Commerce and Industry Toshima, Toshima City Shopping Street 
Federation, Toshima City Federation, Toshima City Tourism Association, Toshima Industry Association, 
Toshima Corporation Association, Ikebukuro Nishiguchi Shopping Street Federation, NPO Zephyr, Hotel 
Metropolitan Tokyo, Hotel Grand City, Ikebukuro Hotel Association
PR Support: Poster Hari’s Company

Supported by the Agency for Cultural Affairs, Government of Japan in the fiscal 2015

Supported by Association for Corporate Support of the Arts, Japan
(2021 Fund for Creation of Society by the Arts and Culture)

Period: October 31 (Sat) to December 6 (Sun), 2015

Zombie Opera

Taro Yasuno
 (concept, music)
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Miho Watanabe

 (dramaturgy) 
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Noriyuki Kiguchi
 (stage design)

Danse Macabre

コンセプト・作曲：安野太郎
ドラマトゥルク：渡邊未帆
美術：危口統之

出演：
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ゾンビ音楽とその未来。
そのとき人間は─

─安野さんが提唱する「ゾンビ音楽」の説明をお
願いします。
安野　端的に言えば、ロボットに演奏させる音楽で
す。コンピュータで制御した作りモノの指でリコー
ダーやクラリネットの音孔を押さえ、エアコンプレッ
サーから歌口に空気を送ることで音楽を奏でる。

─人間ではなく、機械が演奏するからゾンビ音楽。
安野　このシステムを使ってすべての木管楽器を演
奏するのが今後の目標の1つなんですが、今回は技術
も進んで、サックスやフルート、そしてお掃除ロボッ
トのルンバが加わった全16台編成になっています。

─以前拝見したライブでは、演奏の合間にオリジ
ナルのゾンビ映画の短編が上映されていました。今
回は「ゾンビオペラ」と銘打っていますから、音楽に
物語が加わる？
安野　僕が以前記した「ゾンビ音楽史」に基づいて、
渡邊さんに書き下ろしていただいた内容が展開して
いきます。今回の公演をやる理由もこの音楽史を踏
まえていて、西暦4001年までの年表が予め決まって
いて、そこに「2015年にゾンビオペラをやる」とあっ
たからなんです。

─人類が滅亡した後、ゾンビ音楽を奏でる機械だ
けが地球上に残されるという音楽史ですね。今のと
ころ順調に予定は達成されているので、今後も期待
です。
渡邊　安野さんのゾンビ音楽史を土台に、『ハーメ
ルンの笛吹き男』をモチーフに構成しています。あく
まで主役はゾンビ音楽とそれを奏でる舞台上の装置
です。

─危口さんは、2011年にトーキョーワンダー
サイト渋谷の単独公演『安野太郎のゾンビ音楽　

QUARTET OF THE LIVING DEAD』でも、ゾンビ音楽
の装置を収めた棺桶のような美術を制作しました。
安野さんとは久々のコラボレーションになります
が、いかがですか？
危口　SNSで断片的に装置の映像を公開してきまし
たが、木管楽器の装置に、人間が操作する仕掛けが
加わっています。そのあたりを安野さん、渡邊さん
と相談しながら制作しています。

─安野さんがゾンビ音楽をスタートした当初は、
音孔の開閉などが難しかったそうですが、現在は技
術も向上して安定しました。ところが今回は人間が
介在することでむしろ不安定さが生じたとか。
危口　試行錯誤してそのハードルはクリアしつつあ
るのですが、悩ましいところですね。「（オペラ作品
なので）俳優を起用しては？」という意見もあれば、
コンセプト的には人間不在の方が正しいかもしれ
ない。でも、運動や疲労で生じる人間の身体の揺れ
がビブラートのような、思わぬ効果を生むのも面白
かった。でもそれは「演奏」行為になってしまうわけ
で、「じゃあ自分でリコーダー吹けばいいじゃん？」
となってしまう。難しいです。

安野　実際、音色は変わったよね。前より粒が立つ
ようになって、決定的になった。
危口　ゾンビらしからぬキレがある。ギターで言う
ところの「指離れがいい」というか（笑）。

0と1の世界を超えて

─私は2011年の単独公演も取材させていただい
て、「ゾンビ音楽の音色は、ヘロヘロでしょぼい」と
書きました。技術的に洗練されてしまうと、ゾンビ
音楽の「ゾンビ性」は失われてしまいませんか？
安野　でもそれは「ヘロヘロ」じゃない音楽を基準に
しているだけで、完全に西洋音楽の耳で聴いちゃっ
ているんですよ。ゾンビ音楽を聴いて、血まみれの
朽ちた肉体をイメージさせてしまったら、それは俺
にとっては大失敗なんですよ。とはいえ結局聴くの
は人間ですからね。人の価値観に基準があるのは
しょうがないし、「失敗」を誘いながら煽っている部
分もある。それは自分の中でも矛盾している。
危口　それこそ安野さんの魅力ですよ。稽古中から
安野さんは「面白い / 面白くない」の基準を持ち出
すこと自体への警戒をしばしば表明しているのです

人間が奏でる“音楽”が絶滅した後の世界を描く本作。
機械による演奏に魂は宿るか、人間しかなしえない表
現とは何か？　創作をめぐる思考は、哲学的な領域にま
で深化していく─。  （取材・文＝島貫泰介）

が、そのセンシティブさはとても大事だと思います。
理にかなった実現性や利便性だけを追い求めても、
社会を前提に最適化されたコンビニに近いものに
なっていって、世知辛くなってしまう。特定のジャン
ル、特殊な環境下で実現するかもしれないアイデア
を練るトレーニングによって遠くまで想像力を伸ば
しておくことは、いずれどこかで非常に強い貢献を
するはず。

─渡邊さんはいかがですか？ 

渡邊　作曲家・安野太郎は、むしろ音楽史に真正面
から向き合っている作曲家と言えるのかもしれませ
ん。あえて音楽史上に位置づけるなら、ヤニス・クセ
ナキスの延長に、私はマッピングしてみたい。クセ
ナキスは数学や建築の発想を方法論に取り入れた作
曲システムを作りました。彼は、人間が死に絶えて
も、作曲システムさえあれば音楽は存在するのか否
かという命題に直面していた作曲家だと思います。
ゾンビ音楽もまさにそんなことを私に考えさせてく
れる音楽です。
安野　ゾンビ音楽をやっていると、悪の帝王みた
いな気分になることがあります。世界中にゾンビ音
楽を広めて、すべての音楽をゾンビ化してやりたい
（笑）。ゾンビ音楽は二進法の原則に従ってプログラ
ミングされている（笛の穴を押さえる、外す）ので、
すべての音楽を0と1に還元する。
渡邊　「世界すべてを0と1にしてやろう……！」とい
うのが、悪の帝王からのメッセージですね。それは
本当に考えるだけで恐ろしいことです。どっちつか
ずの部分や、あわいの世界がないのですから。
危口　でも、そのときポイントになるのは、ゾンビ音
楽の「できてなさ」ですよね。0と1のデジタル的世
界かと思いきや、うまく音が出なかったり、誤作動
したり、一種のノイズが発生する。僕はそこにこそ
「キャラクター」が宿るのだと思います。

─洗練された完璧な機械より、レトロな佇まいが
ある、ちょっとマヌケな機械のほうが、たしかに愛
着がわきます。
危口　性能が十全に発揮された状態から、マイナス
αするとき、マイナスされた部分からキャラが立ち
上がっていく。今回使うルンバなんか特に顕著で、
企業が作った大量生産のプロダクトなのに、一個一
個キャラが立っていて、違いが現れる。何の因果か
わからないけど、やたら熱心に掃除するルンバもい
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れば、すぐに充電しに帰るルンバとかも現れるん
ですよ。そこで僕らは「あいつはのび太で、こい
つはスネ夫」みたいな目で見はじめちゃうんです
ね。個々の機械の「できてなさ」が、愛おしさをこ
ちらにもよおさせる理由は、演劇的な目から見て
も面白いです。

ゾンビ音楽の極致。その先に─

危口　渡邊さんはモロッコのジャジューカ村に音
楽リサーチに行っていますよね。1000年以上前か
ら伝わる局所的な音楽ですが、それと同じモード
で安野太郎の音楽を論じられる可能性ってありま
すか？ 
渡邊　私がジャジューカに行くのは、音楽自体だ
けではなく、その村に出向いて、ご飯を食べたり、
寝泊まりする生活の中で生じる総合的な音楽体
験があるからですね。その場にしかない音楽、そ
こでしか生まれない音楽。だから、もし安野さん
がリヒャルト・ワーグナーが建てたような自前の
劇場……ゾンビ劇場を建設したら、そういうモー
ドで聴きに行くと思います！

─最近は、日常生活のいろんな場所にロボット
が進出していますから、ゾンビ音楽の延長で、料
理する装置が作られるかもしれませんよ（笑）。
安野　ゾンビ音楽の殿堂は作りたいです。だって
ゾンビ音楽史の最後は、無人島を買って、海の水
で発電できる核融合路を作り、その下に核シェル
ターを作り、そこでゾンビ音楽が永久に鳴り続け
ているというものですから。
危口　黙示録以降の世界。
安野　ベルギーのゲントっていう街に、オフィス
と工房とコンサートホールを全部自前で作った
「ロゴス・ファウンデーション」という集団がいる
んですよ。溶接も演奏もDIYで実現できる環境は
本当に憧れます。
渡邊　体験の話に戻りますが、ゾンビオペラに対
する個人的な煩悶は今もあります。1つのオペラ
作品にするにあたって、やっぱり人間と機械の間
に生ずる拮抗が描かれないといけない気がする。

─「人間の意図を排する」ことがゾンビ音楽の
使命だとすると、そこは衝突する部分ですね。
危口　人であれマシンであれ、舞台上で言葉を使

うときに、誰がどういう立場で語るのか、発声す
るのかは慎重に考えたい。今回の作品では、すご
く貶められた位置に人間が置かれているように見
えるかもしれないので、それはなおさら。
渡邊　そうですね。人間が機械に対峙して起こる
何かをきちんと目撃しないといけない。やっぱり
人間は気持ちを持っているものだから、人が動い
て、音が鳴ったという因果の提示だけでなく、そ
こで生じた心の振幅を作品に取り入れてもいい
かな、と私は思っているところです。
安野　渡邊さんの言っていることはすごくわか
ります。でも僕は、いろいろな条件を縛りつけて、
縛りつけて、限定しきって、そして最後に出てき
た「百番しぼり」くらいのものが個性だと思って
いる。
渡邊　無理して個性を出せってわけじゃなくて
ね。当たり前だけど、機械と人間、同じ指示を与
えたとしても、フィードバックは全然違うでしょ。
機械も人間も限界に達したときに出てきてしまっ
たものがなんなのかには興味あります。機械のエ
ラーと人間のミス。どちらも偶然だとしても、そ
れが重なることで、何か別のもっと恐いことが起
こるかもしれないのだから。

─この文章は、会場で配られるパンフレットに
記載されます。幕が上がれば、お三方の試行錯誤
がどのように帰結したかが明かされるわけです。
舞台上で何が起こるか。どのような反応が観者か
ら寄せられるか。未知の舞台を、楽しみにしてい
ます。

安野太郎
（コンセプト・音楽）
　　×
渡邊未帆
（ドラマトゥルク）
　　×
危口統之
（美術）


